
　

甲
賀
広
域
消
防
連
合
に
よ
る
夏
期
訓
練
大
会
が
6
月
26

日
、白
井
松
新
薬
株
式
会
社
滋
賀
工
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
大
規
模
地
震
発
生
に
よ
る
被
害
を
想
定

し
、
甲
賀
市
お
よ
び
湖
南
市
の
各
防
災
関
係
機
関
と
民
間

企
業
が
連
携
し
た
防
災
体
制
を
確
立
す
る
目
的
で
実
施
さ

れ
、
同
社
社
員
や
消
防
関
係
者
ら
約
３
６
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
現
場
指
揮
本
部
の
設
置
、
救
助
、
応
急
救
護

や
火
災
防
御
活
動
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

２
機
も
出
動
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張

感
の
中
、
災
害
時
の
行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

　市内の小中学校で７月１日、「びわ湖の日」献立給食
が振る舞われ、東部学校給食センターでは、今が旬の
琵琶湖でとれたコアユと市特産の土山茶を使った「こあ
ゆのお茶あげ」メニューが提供されました。
　この日甲南第一小学校６年２組の教室には、琵琶湖
で漁業を営む漁師さんと県の水産課職員が訪れました。
琵琶湖のコアユに関する生態や食文化などの説明に、
児童たちは熱心に聞き入っていました。
　コアユを食べた児童は、「少し苦いけど臭みがなくて
おいしい。お茶の香りもする」と話し、おかわりをする
児童の姿が何人も見られました。

今が旬のコアユを給食で
「びわ湖の日」献立給食

連
携
し
て
防
災
体
制
を
強
化

甲
賀
広
域
消
防
連
合
夏
期
訓
練
大
会

▲応急救護の訓練をする女性消防隊員

▲漁師さんからコアユの説明を聞く児童
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　信楽高原鐵道の七夕企画として、今年で１５回目
を迎える「七夕列車」が７月2日、３日に運行し、多
くの家族連れでにぎわいました。
　列車内は色とりどりの七夕の飾りで装飾され、市
内で活動するオカリナサークルによる「七夕」や「ふ
るさと」などの童謡が演奏されました。演奏にのせ
て乗客たちが歌を口ずさむという場面も見られ、素
敵なハーモニーが車内に響きました。
　心地よい演奏と車窓から見える風景を楽しみなが
ら、乗客たちは少し早い七夕を過ごしました。

心地よい演奏と車窓の風景を楽しむ
信楽高原鐵道「七夕列車」

▲七夕飾りで装飾された列車内での演奏
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社
会
科
学
習
の
一
環
と
し
て
綾
野
小
学
校
４
年
生

の
児
童
が
６
月
21
日
、
水
道
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

市
上
水
道
課
職
員
が
水
道
の
役
割
や
水
の
大
切
さ
を

考
え
て
も
ら
お
う
と
、小
学
校
に
出
向
き
、授
業
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
担
当
職
員
か
ら
、
水
道
水
に
な
る
ま

で
の
過
程
に
つ
い
て
図
や
写
真
を
用
い
た
説
明
を
熱

心
に
聞
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
体
験
学
習
と
し

て
、
配
水
池
の
水
が
、
家
の
蛇
口
に
届
く
ま
で
の
流

れ
が
分
か
る
模
型
を
操
作
し
て
水
道
の
仕
組
み
を
学

び
ま
し
た
。

No.1

　第２５回鈴鹿馬子唄全国大会が
６月１９日、あいの土山文化ホー
ルで開催されました。市内外か
ら集まった一般９７人、少年少女
３０人の計１２７人が、躍動感の
ある唄声を披露し、競い合いま
した。
　決勝では、甲賀市の田

た

中
なか

千
ち

鶴
づる

さ
んが見事総合優勝に輝きました。
　また土山の小学校児童による合
唱も行われ、参加者の美しい歌声
に大きな拍手が響いていました。

　
ゆ
う
ゆ
う
水
口
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る
草
刈
り
な
ど
の
奉
仕
作

業
が
6
月
15
日
、
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
周
辺
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
奉
仕
作
業
は
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
み
ん
な
で
美
し
く

し
よ
う
と
20
年
以
上
続
け
ら
れ
て
お
り
、
草
木
が
伸
び
る
こ
の

時
期
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
会
員
の
皆
さ
ん
や
市
職
員
な
ど
約
80
人
が
参
加

し
、
早
朝
か
ら
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
草
刈
り
や
サ
ツ
キ
の
刈
込
み
作

業
な
ど
を
行
い
、
お
よ
そ
3
時
間
の
作
業
で
公
共
施
設
周
辺
は

す
っ
き
り
と
美
し
く
な
り
ま
し
た
。

躍動感ある唄声響く
第2５回鈴鹿馬子唄全国大会

草
刈
り
作
業
で
ま
ち
を
美
し
く

ゆ
う
ゆ
う
水
口
ク
ラ
ブ
に
よ
る
奉
仕
作
業

水
の
大
切
さ
を
学
ぶ

綾
野
小
学
校
水
道
学
習
会▲水の流れを模型で観察する児童

▲草刈りを行う会員の皆さん

▲総合優勝に輝いた田中さん
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市内の入賞者（敬称略）
○少年少女の部
　 ２位　小

こ

西
にし

風
かぜ

道
みち

　 ４位　馬
ば ん ば

場吏
り

仁
ひと

　 ７位　奥
おくむら

村小
こ

雪
ゆき

　 ９位　富
とみ

田
だ

美
み

調
つき

　１０位　出
で

口
ぐち

さくら　
○総合優勝　田

た

中
なか

千
ち

鶴
づる

○一般の部（６９歳以下）
　 １位　田

た

中
なか

千
ち

鶴
づる

○高年の部（７０歳以上）
　 ５位　倉

くらしげ

繁征
せい

吾
ご
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